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内容： 

 鉄筋コンクリート構造物は，適切に設計，施工された場合，
長期耐久性を有する優れた構造形式であるが，近年，厳し
い環境条件などの影響で期待されたよりも早期に劣化する
現象が社会問題となっている。図１は海洋環境に建設された
構造物が海水から供給される塩分の影響で劣化する塩害の
一例である。 

 塩害のように，コンクリート中の鋼材腐食が劣化原因となる
場合の補修工法として図２に示す電気化学的補修工法が注
目されている。この手法は，コンクリート表面に陽極材を設置
し，コンクリート中の鋼材を陰極として直流電流を供給するこ
とで，コンクリート中の塩化物イオンを抽出したり，コンクリー
ト表面からアルカリ性の高い電解液を浸透させる手法である。 

 私たちの研究室では，この手法を応用してコンクリート中に
リチウムイオンを電気化学的に浸透させることで，アルカリ骨
材反応によるコンクリートの膨張を抑制する手法の開発を
行ってきた。実験結果の一例を図３に示す。無通電コンク
リートは大きな膨張を示しているのに対して，通電を行った
場合には，大きな膨張抑制効果が得られている。 
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図１ 塩害によるコンクリート構造物の劣化 

図２ 電気化学的補修工法の原理 

図３ 通電によるASR膨張の抑制 
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